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新型コロナウイルスに 

    便乗した特殊詐欺に注意！  
 

佐渡市消費生活センター：くらしの伝言板№３８ 

  

新型コロナウイルス感染症対策として、政府は、マスクを配布すること

や、1人あたり１０万円を給付することなどを発表しています。この対策

に便乗した“なりすまし”や“特殊詐欺”に関する相談が国民生活センタ

ーや警察に寄せられています。すぐに反応せず、正しい情報であるか確認

しましょう。 

 

【相談事例】   

 ・注文していないのに、事業者からマスクが届いた。 

 ・水道課をかたり「新型コロナウイルスが水道水に混じっているので除

去する。」という電話があった。 

 ・市のコロナ対策室をかたり、銀行口座やキャッシュカードの暗証番号

を尋ねる不審な電話があった。 

 ・給付金の申請を代行する、という会社から電話があり、「マイナンバ

ーカードで申請すると給付金を早くもらえる。申請手数料が必要だ。」

と言われた。 

 ・大手製薬会社名で、新型コロナウイルスの治療薬に関する書類が届き、

後日、電話で社債の購入代金を求められた。 

 

【アドバイス】 

・身に覚えのない商品が届いた際の対応方法を裏面に記載しましたの

で、確認しておきましょう。 

・不審な電話はすぐに切りましょう。普段家にいる時も留守番電話に設

定しておきましょう。また、不審な来訪者にも注意しましょう。簡単に

家の中へ入れてはいけません。 

・行政機関がメールや電話で口座情報や暗証番号などの個人情報を問い

合わせることはありません。 
 

・不審に思った場合は、消費生活センターや警察へ相談しましょう。 

 


